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コミュニケーション
︱向︱上︱委︱員︱会︱

　今回は、新人職員のコミュニケー
ション能力を伸ばすために必要な、
管理職の役割について考えてみたい
と思います。
　新人職員の育成には、主に中堅職
員がかかわることが多いと思います
が、現場の実践の中核を担う立場で
もあり、また職員間を調整する立場
でもある中堅職員は、日々多忙を極
めています。そうした状況のなかで、
管理職は育成状況の進捗を管理する
だけでなく、新人職員と他職員が円
滑なコミュニケーションを取れるよ
う立ち回ることが求められます。
　「新人職員の自主性や考える力を養
いながら、やる気や能力を伸ばして
あげたいと思う一方で、どうしても
指示命令的な指導になってしまいが
ちです」
　これは、ある高齢者福祉施設の課
長からのご相談です。福祉・医療の

現場においては利用者の安心・安全
を第一に、時間と労力を傾注してい
きます。そのため、可能な限り簡潔に、
かつ標準的に業務を伝えていきたい
という思いもあり、どうしても一方
的に伝えるようなコミュニケーショ
ンになりがちです。しかし、指示命
令がいけないかというとそうでもあ
りません。前述したように、利用者
の生命や人権にかかる事項、緊急の
場合などに、指示命令的なコミュニ
ケーションを図ることは、目的を的
確に把握し迅速に対応することがで
きるため、有効な手段であるといえ
ます。
　まだ職場を取り巻く社会の有り様
も業務の内容もよくわからない新人
職員にあっては、まずは仕事の仕方
や手順を覚えてもらう必要がありま
すので、指示命令的な指導になって
も致し方ない場面もあります。しか

し、少子化や ICT 化を背景に、新人
職員の対人スキルの質は変化してき
ているという点を鑑みると、これま
でと同じような指示命令という形だ
けでは、業務の目的や必要性をうま
く伝えることが難しくなってきてい
るような気がします。
　管理職層においては、とくにこう
したことを意識しながら、目的や場面
にあわせて伝え方や内容を工夫して
いくことが求められます。職場でよ
くあるコミュニケーションの目的を事
例としてご紹介しながら、効果的な
伝え方と伝える際の留意点等をまと
めましたので参考にしてください（表）。
　管理職が率先して、新人職員の成
長を後押しするコミュニケーション
を心がけると、育成する現場にもそ
れに倣うような雰囲気が生まれてき
ますので、意識的に取り組んでみま
しょう。
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表

○よい手本を示すことが大切。初めのうちは手本どおりにできなくても、あきらめずに
伝え続ける

○自分で考え、工夫できるようなアドバイスをするなど、一緒に考える姿勢を心がける
○成長をしっかり記録するとともに、さらなる成長に向けた課題を把握し伝えるようにする
○成功した（達成した）時は盛大に褒め、評価してあげるようにする

○方法や手順だけでなく、「目的」をしっかり伝えることで、主体性が低くならないよ
う配慮する

○指示した事柄を一貫して行えるよう管理する
○指示した結果は可能な限り肯定的にフィードバックする（褒める）
○目的と意味が明確か、説明がわかりやすいか、一方的でないか、自問する習慣をもつ

○何度も繰り返して伝えることで、自分自身の役割を認識してもらう
○伝えるために、日頃からの信頼関係をしっかりと築くことが大切
○一方的に伝えようとせず、相手の考えを受け入れることに努める
○達成度合いがわかりづらい面があるので、数値化するなど、常に確認できるようにする

○結束力を高めると同時に、同じ目標に向かっていけるよう、常に理念や目標を確認し
ながらコミュケーションを図る

○信頼関係が築けるよう親身に話を聞く
○プライベートや精神面等についても関心を寄せるようにする

業 務 の 指 示 や
命 令 を 出 す 時

理 念 や 目 標 を
浸 透 さ せ た い

（共有したい）時

や る 気 を
引き出したい時

関 係 性 を
よ く し た い 時

上 下 の 関 係 を
意 識 し な が ら
簡 潔 に 伝 え る

思 い や 考 え を
ともに語りあう

横の関係を意識し
同 じ 目 線 で
語 り あ う

互 い に
学び合いながら
話しあいを進める

コミュニケーションの
目 的 の 例

好ましい
伝え方 留意点


